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【研究ノート】   

カナを用いた音声表記に関する   

音響音声学的観点からの一考察  

伊藤 直子†  

キーワード：カナ表記、文字、調音   

0 はじめに  

近年出版されるドイツ語学習用教材および独和辞典では、学習者に音声  

記号の如渕がないため、発音はカナlを用いて表記されることが多い。表  

記にはたいていカタカナが用いられるが、日本語にない音声の表記や、日  

本語母語詣者には区別しづらい音声をひらがなや′トさな文字を用いて衆  

記しわける工夫が見られるものの、表記法は著者によって異なっている。  

そこで、学習者が異なるカナ表記を目視した後に調音した場合、作り出さ  

れる音声に差異がみられるかどうか探ることとし、ドイツ語の二重母音  

／a（）／について、音節主音ノかを発音表記として一般的なカタカナ、副音を  

ひらがなとカタカナ、さらに小さな文字も交えて表わした4つの課題「ア  

オ」、「アオ」、「アお」、「アお」を作成し、日本語母語話者l名を対象に調  

音実験を行ったくノその結果、第1フォルマント（F】）・第2フォルマント（F2）  

が／かから／0／へわたっていく軌跡に着目したところ、ゲシュタルト′ぺタ  

ーンが異なっており、文字が調音へ何らかの影響を与える可能性が示され  

たユ（伊藤直子2008）。  

†筑波大や大学院 一得●制伸上湖程  

l本場において用いるカタカナ番きの「カナ」は、ひらがなとカタカナの両者を指すことと  

する   

2なお、トイツ猶那畜話者のF，・F2の軌跡に埼似Lていたのは、練頓「アお」であった 
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1 日的  

異なる文字の組み合わせが調音へ影響を与えるのか、時間長、ピッチ、  

音圧という観点から再検討することを本稿の目的とする。  

2 方法一手順  

之．1解析資料   

伊藤直子（2008）で使用されたwaveファイル、つまり、「アオ」、「アオ」、  

「アお」、「アお」という4種類の読み上げ課題をMA氏（女性）に示し、二  

重母音として発音させた3ものを使用した。録音は2008年2月に行なわれ、  

PCにインストールされた音声変換ソフトCooIEdit2000（Syntrillium  

So魚w訂e製）が使用された。   

2．ヱ 解析手順   

解析にはPC（De11製、OSはWindowsxp）にインストールした音声解析  

ソフトPra融を利用し、音圧曲線、ピッチ曲線を描いた。また、音圧の中  

央値・最大値、ピッチの中央値・最高値・最低値、発話時間長を計測し、  

統計ソフトExcelに数値を記録した。   

3調音後、MA氏は、「文字を見た時の感覚はそれぞれ適い、その感覚を反映させるように  
改んだっもりだが、嚢際に発音に適いが出ているのかは自憎がない」と感想を述べている  

裸嬢によって意図的に調音し分けてはいないと考えられる。   
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3 結果   

3．1時間長  

表3－1：各課題の時間長  

時間長   

アオ   440   

アオ   427   

アお   440   

アお   440   

（単位：mS）  

3．2 音圧  

表3－2：各課題の音圧  

中央値   最大   最大値の時間4   

アオ   65   71   195   

アオ   66   71   163   

アお   66   71   130   

アお   66   70   122   

（単位：dB）  

4／ao／の調音が開始されてから音圧が最大になるまでに要した時間のこと。   
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3．3 ピッチ  

表3－3：各課嬉のピッチ  

最低   最高   レンジ   

アオ   150   250   100   

アオ   160   250   90   

アお   160   270   110   

アお   160   250   90  

（単位：Hz）   

3．4 音圧曲線・ピッチ曲線   

Praatで描いた音庄曲線（実線）とピッチ曲線（実線）を原波形ととヰ）に示す泊  

図3－1：課題「アオ」  図3－2：課題「アオ」   
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図3－4：課題「アお」  図3－3：課題「アお」  

4 考察   

表3－1から、各課題の発話に要した時間は「アオ」のみ10msほど短か  

ったが、他の課題は全て同じ結果となっており、文字の種類により調音時  

間には大きな差異はみられないということができるだろう。ただし、今後  

のために留意したいのは、聴取時に「アお」のみが長く、他の3つはほぼ  

同じ時間で発話されているという印象を待った点であるb「アお」が長く  

聞こえる要因として、／〟に相当する部分の時間が他の課題の時よりも長  

くなっていること、音庄の最も高い部分とピッチの最高点とが時間軸上で  

大きくずれていること、音圧曲線が二峰のようになっている（図3－4参照）  

ことなどが考えられるが、音響と聴覚の差異については、今後探っていく  

青果題としたい。   

表3－2の音圧が最大値となる時間に着目すると、「アオ」・「アオ」と「ア  

お」・「アお」の2つに分類できる。音圧の最も高い部分に線を記入した図  

を以下に示す。   
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図4－2：課題「アオ」  図4－1：課題「アオ」  

図4－3：課題「アお」  図4－4：課題「アお」   

図4－1～4－4からも、最大の音圧になるまでの時間は、／0／の表記に用い  

た文字によって分類ができ、「ひらがな＜カタカナ」のオーダーとなるこ  

とがわかる。   
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また、衷ヨーヨから、わ／に小さなプサン トのカナを剛、た「アす」・「ア  

お」のピッチレンジqoHzと比較して、同じ大きさの‾文字から成る「アオ」  

と「アお」は100Hz、l…寸zとピッチの変動幅が大きい，二重母音の音節  

副音とされている音が主音と同じ大きさの文字で番かれていた場合、小さ  

な文字で番かれたものよ町大きなピッチ変動が起こる可能性が示唆され  

ている。  

5 結論   

時間長、最大晋圧、音圧中央値、最低ピッチ、最高ヒッチからは、文字  

の適いに起因する差異は認められなかったが、「許庄と時間」、「ピッチの  

救商値と最低値」のように複数のパラメ…タを月狛、たところ、文字の適い  

により、次のような適いがあることが示唆された－ 

（l）「ア机・「アオ」は「アお」・「アお」より車，最大酎土三になる意でに時   

間を草した。つまり、昏節副晋とされる都制こ用いるカナの極髄が昏庄   

の変化に影響を卑える可敵性があるt一）MA氏においては厳木勘狛こなる   

までの時間濃は「ひらがなくカタカナ」であ′〕た 

（2）「アオ」・「アお」は「アオい「アお．Jよりもピッチしンジが狭かった。 

つまり、音節副音とされる部分に剛、るカナの大きさがヒッチぴ）変動幅   

に影響を与える可能性がある。MA氏においては、コ文字目の大きさが   

小さい方が大きいものよりもピッチの変動幅が小さかりたい  

‘今後の課穎   

文字の種類や大きさが調督に影響を与える可能惟が示唆されたが、音声  

コミュニケーションにおいてドイツ循の／ao／は単独で用いられることは  

ないため、静中で調音された場合にも同様の現象が現われるのか、新たな  

実験を行う必要があるだろう隠   

また、文字の種類や大きさによって発話される音声の音響特徴に差異が  

生じるならば、その速いをドイツ語母語話者がどぴ）ように認知Lてい るの  

か探り、最も効果的なカナの組み合わせについて探る必要があるだろう。   
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